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給
付
金
型
助
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
学
生
の
育
成
に

取
り
組
む
ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ

ス
財
団
（
港
区
）
の
平
井
孝

始
理
事
長
ら
４
人
が
８
月
19

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
、
馬
塲
杉
夫
学
長
、
飯
田

周
作
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
長
ら
と
懇
談
し
た
。

　
今
年
度
、
本
学
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
学
部
が
、
財
団
の

学
術
・
科
学
技
術
等
の
分
野

へ
の
助
成
事
業
に
申
請
。「
情

報
学
と
語
学
力
、
国
際
感
覚

を
身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成

及
び
Ｄ
Ｘ
関
連
事
業
を
見
据

え
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
取
り
組
み

が
採
択
さ
れ
た
。
海
外
事
業

視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
７

月
に
学
生
６
人
が
渡
米
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
に
関
す
る
国
際
会
議
・

展
覧
会
「
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ

Ｈ
２
０
２
６
」
で
最
先
端
の

技
術
を
学
ん
だ
。

　
懇
談
で
は
、
財
団
の
活
動

理
念
や
こ
れ
ま
で
の
実
績
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　
馬
塲
学
長
が
「
社
会
の
早

い
変
化
に
、
大
学
と
し
て
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

先
端
技
術
を
学
ぶ
今
回
の
取

り
組
み
は
大
き
な
意
義
の
あ

る
も
の
だ
」
と
期
待
を
述
べ
、

飯
田
学
部
長
は
「
今
後
も
財

団
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
学

生
の
成
長
を
支
え
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

――国際コミュニケーション学部異文化コミュニ

ケーション学科の１期生ですね。

　「全員留学」に魅力を感じて入学しました。フ

ランスの文化や言語に関心があり、まったくの初

学者としてフランス語学習をスタート。ただ、コ

ロナの影響で授業はオンライン、２年次での海外

研修留学も延期になりました。落ち込みました

が、「来年こそ」と思って勉強を続け、画面越し

に同級生と励ましあっていました。

――３年次で念願のフランス・トゥールに半期の

海外研修留学へ。

　本当にうれしかったです！　日本とは異なる価

値観に触れ、豊かさを実感しました。年齢に関係

なく学び、チャレンジを続ける人々と出会い、自

分の生き方を見直すきっかけになりました。

――それが、大学院進学につながることに？

　そうです。もともと舞台芸術に興味があり、こ

こで専門的に学びたいと考えるようになりまし

た。大学卒業後１年間、現地の語学学校に通い、

2025年９月に大学院に入学しました。

――修士課程１年目が終わりましたね。

　大変だけど充実した１年でした。初めて触れる

経済学やマネジメント、欧州の文学的常識などに

は苦労しました。言葉の面でも、アカデミックな

内容になるとハードルが高くなり、同級生に助け

られました。大学時代、今井ハイデゼミで英語で

のプレゼンや海外でのリサーチの仕方を学んだこ

とが、役に立っています。

　日本文化を発信している団体でのインターンシ

ップにも参加し、７月の「ジャパン・トゥールフ

ェスティバル」に携わりました。大規模イベント

で運営の楽しさや難しさを実感しつつ、大勢の方

に日本の良さを伝えることができました。

――語学力向上やコミュニケーションのコツは。

　フランスの学生は、意見の違いもはっきり主張

します。最初は戸惑いましたが、少しずつ私も主

張できるよう頑張っています。そのためには知識

が必須で、ニュースやラジオを聴いて、理解する

必要があります。これは、耳をフランス語に慣ら

すのにも役立ちます。また、日常会話でも勉強で

も、分からなかったらすぐに聞くことが重要だと

思っています。

Globali

tion専 専修国際人

専修国際人  #10

　国際的に活躍する専修人を紹介する「Globali専tion（グ
ローバリ“専”ション）」。今回はフランス・トゥール大学修士
課程「芸術・文学・文明コース：舞台芸術における文化プロ
ジェクトの創出」で学ぶ牧野洋奈さんに登場いただく。

トゥール大学修士課程

牧野 洋奈さん（令６国コミュ）
HIRONA　MAKINO

フランス留学で生き方見直し 現地の大学院に進学

専大生へのメッセージ
Rien ne se perd,
� tout se transforme.
　18世紀の化学者に由来する格言で、直訳すると

「何も失われず、すべては変化する」という意味で

す。私は「無駄なことはなにもない」と捉えていま

す。失敗したとしても、どんな経験も無意味では

ない、自分の成長の糧になると信じています。ト

ゥールは本当に素敵な街なので、留学先で迷うこ

とがあったらぜひ選択肢の一つにしてください。

相
馬
学
術
奨
励
基
金

海
外
研
究
員
に

松
嶋
准
教
授(

 
)

人
間

科
学

　
若
手
研
究
者
の
海
外
派
遣

な
ど
を
行
う
相
馬
学
術
奨
励

基
金
の
２
０
２
６
年
度
海
外

研
究
員
に
、
人
間
科
学
部
の

松
嶋
祐
子
准
教
授
（
平
19
院

文
修
）
が
決
ま
っ
た
。

　
松
嶋
准
教
授
は
犯
罪
心
理

学
が
専
門
。
派
遣
先
は
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
大
学
心
理
学
部
で
、
期

間
は
７
月
20
日
か
ら
27
年
７

月
19
日
ま
で
。
研
究
課
題
は

「
グ
ッ
ド
・
ラ
イ
ブ
ス
・
モ

デ
ル
（
Ｇ
Ｌ
Ｍ
）
に
基
づ
く

犯
罪
歴
を
有
す
る
人
た
ち
へ

の
更
生
支
援
」
。

　
本
学
で
は
１
年
次
生
を
対

象
に
、
前
期
に
「
専
修
大
学
入

門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
開
講
し

て
い
る
。
大
学
で
の
学
修
を

行
う
た
め
の
導
入
科
目
で
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
修

得
な
ど
を
目
標
に
、
特
色
あ

る
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
商
学
部
で
は
、
専
修
大
学

会
計
人
会
と
連
携
し
て
本
学

出
身
の
税
理
士
・
会
計
士
を

招
い
て
授
業
を
行
っ
た
。
７

月
20
日
の
秋
山
高
善
教
授
の

ク
ラ
ス
で
は
、
税
理
士
で
専

修
大
学
会
計
人
会
会
長
の
榎

本
恵
一
さ
ん
（
昭
61
商
）
が
、

「
私
の
税
理
士
と
し
て
の
歩

み
｜
人
生
１
０
０
年
時
代
に

求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
｜
」
と

題
し
て
講
話
し
た
。

　
榎
本
さ
ん
は
、「
大
学
時
代

に
知
識
を
積
み
重
ね
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
自
分
の
Ｏ
Ｓ
と
ア
プ
リ
を

常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い

っ
て
」
と
呼
び
か
け
た
。

馬塲学長（左から３人目）、平井理事長（同４人目）と出席者一同

専
修
大
学
入
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

榎
本
会
計
人
会
会
長

商
学
部
で
講
話１年次生に語り掛ける榎本さん

　
経
済
学
部
・
狐
崎
知
己
ゼ
ミ
の
鈴
木

愛
唯
さ
ん
（
経
済
４
）
は
、
昨
年
５
月

か
ら
約
１
年
間
、
タ
イ
の
中
高
一
貫
校

で
日
本
語
教
師
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し

て
活
動
し
た
。
充
実
し
た
滞
在
を
振
り

返
り
、「
言
葉
が
持
つ
『
つ
な
ぐ
力
』

の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。
学

生
時
代
に
こ
う
し
た
経
験
が
で
き
た
こ

と
は
宝
物
に
な
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　
以
前
か
ら
子
ど
も
の
教
育
や
貧
困
問

題
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
鈴
木
さ
ん

は
、「
途
上
国
の
貧
困
と
開
発
」
を
研

究
テ
ー
マ
と
す
る
狐
崎
ゼ
ミ
で
学
ぶ
た

め
、
専
大
に
入
学
し
た
。
ゼ
ミ
や
授
業

を
通
じ
て
知
見
を
広
げ
る
な
か
で
、
海

外
で
日
本
語
教
育
に
携
わ
り
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
国
際
交
流
基
金
の

日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
派
遣
事
業
に
応

募
。
タ
イ
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
。

　「
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
の
主
な

活
動
は
、
現
地
で
の
日
本
語
授
業
の
サ

ポ
ー
ト
と
日
本
文
化
の
紹
介
。
タ
イ
で

は
外
国
語
科
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
日
本

語
を
教
え
る
学
校
が
多
く
、
鈴
木
さ
ん

は
発
音
の
手
本
を
見
せ
た
り
、
平
仮
名

や
漢
字
を
書
く
際
の
コ
ツ
を
伝
え
た
り

し
た
。

　
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
授
業
で
は
、

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
折
り
紙
や
わ
ら
び

餅
づ
く
り
を
楽
し
む
一
方
で
、
文
化
祭

で
は
得
意
の
書
道
の
腕
前
を
披
露
し
、

日
本
文
化
の
奥
深
さ
を
伝
え
た
。
ま

た
、
鈴
木
さ
ん
の
発
案
で
、
タ
イ
の
生

徒
た
ち
と
狐
崎
ゼ
ミ
生
と
で
年
賀
状
を

交
換
し
、
親
睦
を
深
め
た
。
「
日
本
文

化
に
興
味
を
持
つ
こ
と
で
、
日
本
語
学

習
に
対
し
て
も
意
欲
的
に
な
っ
て
く
れ

た
。
『
将
来
、
日
本
に
行
き
た
い
』
と

言
っ
て
く
れ

る
生
徒
も
い

て
、
う
れ
し

か
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　
鈴
木
さ
ん

自
身
も
多
く

の
学
び
を
得

た
。
初
め
て

の
長
期
の
海
外
生
活
で
不
安
が
あ
っ
た

な
か
、
タ
イ
の
人
た
ち
の
気
さ
く
な
人

柄
と
「
マ
イ
ペ
ン
ラ
イ
（
大
丈
夫
、
気
に

し
な
い
で
）
」
と
い
う
言
葉
に
何
度
も

助
け
ら
れ
た
。「
以
前
は
物
事
を
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
マ
イ
ペ
ン
ラ
イ
の
精
神
で
、
失

敗
を
恐
れ
ず
何
事
に
も
前
向
き
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語

る
表
情
は
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
滞
在
期
間
中
に
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
間
で
紛
争
が
起
き
、
国
境
近
く
の
学

校
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
鈴
木
さ
ん
は
バ

ン
コ
ク
に
避
難
。
１
カ
月
あ
ま
り
ホ
テ

ル
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。「
思
い
も
よ
ら
ぬ
経
験
も
し
た
が
、

将
来
的
に
は
再
び
タ
イ
に
戻
り
た
い
。

今
度
は
正
規
の
日
本
語
教
師
と
し
て
子

ど
も
た
ち
に
日
本
語
や
日
本
文
化
の
魅

力
を
伝
え
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
派
遣
事
業
に
参
加

鈴
木 

愛
唯
さ
ん（
経
済
４
）タイの生徒が作った年賀状

タイの中高生にタイの中高生に
日本語・日本文化伝える日本語・日本文化伝える

馬塲学長と平井理事長が懇談

ネット情報、トランスコスモス財団の助成事業に採択ネット情報、トランスコスモス財団の助成事業に採択


